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研究成果の概要（和文）：多読支援システムを開発し、10年以上運用し、豊富なデータを蓄積してきました。本
研究では、機械学習を用いて多読図書の難易度を自動推定する方法を検討しました。機械学習手法の選定とデー
タの整形を繰り返し行い、方法の精度を向上させました。実験結果により、この方法の有効性が確認され、多読
学習者にとって有用なツールとなることが示唆されました。

研究成果の概要（英文）：We have developed an extensive reading support system and accumulated a 
substantial amount of data over more than 10 years of operation. This study investigated a method 
for automatically estimating the difficulty of extensive reading materials using machine learning. 
Utilizing the accumulated data, we iteratively selected machine learning techniques and formatted 
data to improve the method's accuracy. The experimental results confirmed the effectiveness of this 
method, suggesting it as a valuable tool for extensive reading learners.

研究分野： Extensive Reading

キーワード： 多読
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、多読図書の難易度を自動推定するシステムの開発に向けた基礎研究を行い、難易度のパラメータを
解明しました。学術的には、多読学習の効果を定量的に評価する新しい知見を提供しました。社会的には、学習
者が適切な難易度の図書を選択することで、語学力の向上を支援し、教育の質を高める可能性があります。この
研究は、教育機関や公共図書館での応用が期待されます。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
 多読（Extensive Reading、ER）は、大量の本を比較的流暢に読むことで外国語を習得する
方法です。読者がテキストに没頭し、分析するのではなく楽しむことが目標です。この方法は
読解力や語学力の向上に非常に有益です。しかし、ER の効果は、学習者が自分の読解力に合
った本を選ぶ能力に依存します。ER の成功には、学習者の読解レベルの把握、書籍の読解レ
ベルの把握、学習者に適したレベルの書籍の入手可能性が重要です。 
 
 伝統的なテキスト難易度推定方法である Flesch Reading Ease（FRE）指数などは、日本の
学習者のような読者の主観的な経験と常に一致するわけではありません。多読書を出版する出
版社は通常、自社の本にレベルを割り当てますが、出版社ごとに異なるシステムやスケールを
使用するため、学習者は見慣れない出版社の本のレベルをすぐに理解できないことがあります。
日本では、SSS英語多読研究会によって定義された読解の容易さレベル（Yomiyasusa Level、
YL）が、英語学習者のためのテキストの読解可能性を評価するために使用されますが、これは
学習者や教師の経験に基づいています。YLデータはすべての多読書に対して提供されているわ
けではなく、出版社は新しいタイトルを次々と出版し、学習者は時折、外国語学習者向けに特
別に書かれていない本を読むこともあります。したがって、ER に使用できる資料の難易度を
より正確かつ客観的に推定する方法が必要です。 
 
２．研究の目的 
2.1 主目的 (Main Objective) 
 この研究の主な目的は、ER プログラムで使用される書籍の難易度を自動的に推定するシス
テムを構築するために必要な基礎的な理解を深めることです。 
 
2.2 具体的な目標 (Specific Goals) 
 目標は以下の３つです。 
 ・ER資料の難易度に影響を与えるパラメータを特定して分析する。 
 ・従来の方法よりも高精度で Yomiyasusa Level（YL）を予測するモデルを開発する。 
 ・学習者と教育者にとって有効なツールであることを確認するために、実験結果を通じてモ
デルを検証する。 
 
３．研究の方法 
3.1 データ収集 (Data Collection) 
 YLに寄与するパラメータを調べるために、テキストの言語的特徴を定量的に評価するウェブ
ベースのソフトウェア Coh-Metrixを使用しました。多読書と一般書のテキストを Coh-Metrix
に入力し、11カテゴリーにわたる 106パラメータのスコアを計算しました。 
 
3.2 パラメータ分析 (Parameter Analysis) 
3.2.1 選択基準 (Selection Criteria) 
 パラメータが YL と強い相関を持つかどうかを判断するために、集団相関係数の差の検定を
行い、YL予測に有意に寄与しないパラメータを除外しました。 
 
3.2.2 分析ツール (Analysis Tools) 
 Lasso 回帰分析を使用して、特定されたパラメータに基づいて YL を予測するモデルを開発
し、モデルの汎化性能を最適化するためにグリッドサーチ交差検証を使用しました。 
 
3.3 モデル開発 (Model Development) 
3.3.1 回帰分析 (Regression Analysis) 
 Lasso 回帰はデータを正規化し、目的変数に影響を与える説明変数を選択することで過適合
を防止します。様々なモデルの順序の決定係数を計算して、YLを予測するためのモデルの順序
を決定しました。 
 
3.3.2 交差検証 (Cross-Validation) 
 グリッドサーチ交差検証を使用して、モデルの汎化性能を評価し改善しました。ハイパーパ
ラメータおよび他のパラメータをグリッドサーチで最高の精度を達成するように設定しました。 
 



４．研究成果 
 
4.1 主な発見 (Key Findings) 
 分析により、YLと強い相関を持ついくつかの主要なパラメータ（総単語数、逆説的付加接続
詞および比較接続詞の z スコア、因果関係のある接続詞の発生率など）が特定されました。開
発された Lasso 回帰モデルは、YL予測の相関係数が.9 を超え、FRE 指数よりも大幅に高いこ
とが示されました（図 1および図 2参照）。 
 

図 1. YLに対する FREスコア（相関係数 = -.650） 
 



図 2. YLに対する予測 YL（相関係数 = .917） 
 
4.2 学術的意義 (Scientific Significance) 
 新しい定量的な ER 評価方法が導入され、テキストの読みやすさと難易度に影響を与えるパ
ラメータの理解が深まりました。従来の FRE指数を超える精度を持つモデルを開発しました。 
 
4.3 社会的意義 (Social Significance) 
 このアプローチは、学習者が適切なレベルの本を選ぶことを支援することで、語学習得を強
化できます。教育機関や公共図書館における ER プログラムの質と効果を向上させ、教育者が
生徒のニーズにより適した読書資料を提供するためのツールを提供する可能性があります。 
 
4.4 今後の方向性 (Future Directions) 
 Coh-Metrixで計算されるパラメータ以外の追加パラメータを考慮することで、モデルの精度
をさらに向上させることができます。多様なテキストサンプルを使用したより広範な検証研究
により、モデルの予測精度を向上させることができます。 
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